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[1] 次の極限を求めよ．

lim
n→∞

∫ ∞

0

(
1 +

x

n

)−n

x−1/n dx.

[2]自然数の集合の上に適当な測度を入れることにより，無限級数の理論はLebesgue
積分の理論の特別な場合とみなすことができる．

(1) これによって，Lebesgueの収束定理を無限級数の場合に適用したらどのよう
なステートメントになるか．

(2) 上のステートメントを，Lebesgue積分の理論を使わずに直接証明せよ．

[3] (X,B, µ)を測度空間とし，f(x)をその上の複素数値可測関数で
∫

X

|f(x)|2 dµ <

∞を満たすものとする．このとき任意の ε > 0 に対し，X 上の有界可測関数 g(x)
で，

∫
X

|g(x)|2 dµ < ∞,

∫
X

|f(x) − g(x)|2 dµ < ε

を満たすものが存在することを示せ．

[4] f(x)を R上の可積分関数で，0 ≤ f(x) < ∞を満たすものとする．次の 2条
件を満たす数列 {an}n とR上の可積分関数 g(x)が存在することを示せ．

(a) a1 > a2 > a3 > · · · → 0.
(b) すべての nについて，ほとんどいたるところ f(x − an) ≤ g(x)がなりたつ．
ただし考えている測度はR上の Lebesgue測度である．
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